
Visualization Museum:  

可視化機能共有の枠組みを備えたネットワーク可視化支援サイト 

小池諭†  三末和男†  田中二郎† 

†筑波大学大学院 コンピュータサイエンス専攻 

 

 

 

1. はじめに 
本研究は、可視化における作業の難しさを取り

除き、可視化ツールを利用しやすい環境を提供す

ることでネットワーク可視化による知識獲得を支

援することを目的とする。この目的に対して本研

究では、ネットワークの可視化ツールを持ち寄っ

て共有し、ツールを簡単に利用したりツールにつ

いて議論したりするための枠組みを提案する。 

ネットワークの可視化手法に関する研究は現在盛

んに行われており[1]、今後も様々な手法が出現す

ると考えられる。そのため、ネットワーク可視化

による知識獲得を支援するには、開発されつつあ

る可視化手法を柔軟に取り入れられる枠組みを用

意すべきである。さらに、それら可視化手法につ

いて議論できる仕組みを用意すれば、新たな可視

化手法を紹介したり、可視化手法の特徴や有効性

などを議論したりできると考えられる。 

2. 可視化機能共有の枠組み 

2.1 基本的仕組み 

図 1 は本研究で提案する枠組みの概念図である。

この枠組みは、データや可視化機能(ツール)を決

められた形式で登録してもらい、データからネッ

トワーク情報を抽出してツールが読み込めるデー

タ形式に変換する。ネットワーク抽出においてデ

ータ範囲などを指定する必要がある場合、ユーザ

に入力を促してそれらを決定する。さらに、提供

されたデータや可視化機能、得られた可視化結果

にコメントをつけられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 データと可視化機能の登録 

この枠組みで登録できるデータ形式は CSV（カン

マ区切りテキスト）とした。これは、CSV がスプ

レッドシートなどでも扱える形式であり、データ

登録者への負担が少ないと考えたためである。 

この枠組みで登録できる可視化ツールは Java ア

プレットとして実装されているツールとした。こ

れは、Java アプレットが多くのツールの実装言語

として使われており、なおかつこの枠組みを Web
上で実現する上で Web サイトへの組み込みが容易

であるためである。また、ツールが読み込むデー

タの形式は、グラフ表現用の XML である

GraphML [2]とした。 

 

 

図 1 : 枠組みの概念図 

3. Visualization Museum 
可視化機能共有の枠組みを備えた Web サイト

Visualization Museum を開発した。本サイトでは、

サイト訪問者がデータや可視化機能を登録できる。

また、登録されているデータや機能を自由に組み

合わせて、サイトの中で可視化を行うことができ

る。また、本サイトではデータや可視化機能、可

視化結果のそれぞれに対してコメントをすること

ができる。 
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3.1 システム構成 

先に述べた枠組みを実現したシステムの構成を図

2 に示す。データ所持者及びツール開発者がデータ

や可視化機能を登録すると、システム内のデータ

及び可視化機能の情報がリストに追加される。 

ユーザがリストからデータと可視化機能を選ぶと、

システム内のネットワーク抽出機能及びデータ変

換機能によって GraphML 形式のデータを内部生

成する。その後 GraphML をツールに読み込ませ

て可視化結果を出力する。 

 

 
図 2 : システム構成 

3.2 データ 

本サイトで登録できるデータの構造は、図 3(a)の
ような「レコードの羅列」を表す構造と、図 3(b)
のように「データの 2 つのフィールドの関係」を

表す構造の 2 種類とした。 

 
 購入者 日付 時間 商品 値段

1 Koike 12/01 10:56 ラーメン 130

2 Suzuki 12/01 23:09 コーラ 100

... ... ... ... ... ...

(a) : 履歴の羅列 

 
 ラーメン コーラ コーヒー 紅茶 ...

Koike 4 0 1 2 ...

Suzuki 2 3 0 0 ...

... ... ... ... ... ...

(b) : 「購入者」と「商品」との購買関係 

 

図 3 : 登録できるデータの構造 

3.3 可視化ツール 

ツールを登録するには、Java アプレットのクラ

ス群を 1 つの jar ファイルにまとめてサイトにアッ

プロードする方法をとる。また、jar ファイルをア

ップロードする際にアプレットの実行クラスをフ

ォームに入力し、サイト内でアプレットの実行ク

ラスを参照できるようにした。さらに、ツールへ

の入力データの指定は URI で行う。 

3.4 ネットワーク抽出、データ変換機能 

このサイトでは、「データの 2 つのフィールドの

要素の関係性に基づくネットワーク」、「データ

の 1 つのフィールドの要素間の類似性に基づくネ

ットワーク」の 2 つの基本的なネットワーク[3]の
抽出及びデータ変換の機能を提供している。 

3.5 コメント機能 

本サイトでは、サイトに登録されているデータや

ツール、可視化結果のそれぞれに対してコメント

をつけることで、データに適した可視化手法やツ

ールの有用性などを細かく議論することが可能で

ある。 

4. 利用方法 
このサイトはデータ所持者とツール開発者の双方

にとって有用であると考えられる。 

データ所持者は、持っているデータを登録するこ

とで、データをツールに適用できる形式に変換す

るなどの作業をすることなく可視化することがで

きる。また、データや可視化結果は公開されるた

め、それらについて他者の視点を交えて分析が行

える。 

ツール開発者は、開発した可視化ツールをサイト

に登録してサイト訪問者に利用、議論してもらう

ことで、可視化手法の有効性を評価したりツール

の改善点を見つけたりすることができる。 
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